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質問: 1
クライアントがコーチに、自分を傷つけることについて考えずにはいられないと伝え、い

つ、どのようにそれを実行する予定かについての具体的な情報を共有しました。コーチは

まずどのような行動を取るべきでしょうか?
A.クライアントにセラピストに電話するように伝える
B.適切な緊急対応サービスに連絡してください
C.より頻繁なコーチングセッションをスケジュールする
D.クライアントの家族と問題について話し合う
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（第4.3項）では、「法律で義務付けられている場合、または重大な危害を防止す

るために必要な場合」に守秘義務違反が認められており、具体的な計画を伴う自殺念慮は差

し迫ったリスクとなります。コーチングの適用範囲には、緊急の対応を必要とするメンタル

ヘルス危機への対応（ICFコーチングの定義）は含まれません。以下の点を評価しましょう。
* A.クライアントにセラピストに電話するように伝える：これは危機への介入を遅らせ、責
任をクライアントに移すことになり、クライアントは行動を起こさない可能性があり、

コーチの危害を防ぐ義務に反することになります（ICF倫理規定、セクション
2.5）。
* B.適切な緊急対応サービスに連絡する:これは、クライアントが差し迫った脅威に直面し
た場合の最初のステップであり、安全を優先するという倫理的および法的義務に従います

(ICF倫理規定、セクション 4.3)。
* C.より頻繁なコーチングセッションをスケジュールする:これは緊急事態には不十分で
あり、コーチングの範囲 (ICFコーチングの境界)を超えています。
* D.クライアントの家族と問題について話し合う:危害が差し迫っていて緊急サービスが
利用できない場合を除き、同意なしに話し合うことは機密保持に違反するため、二次的な

ステップとなります (ICF倫理規定、セクション 4)。
オプション Bは、ICFの倫理と境界に従って差し迫った危険に対処するため、最初のアク
ションです。

質問: 2
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他のコーチがクライアントに対してトレーニングのレベルを偽って伝えていることがわ

かった後、コーチが最初に取るべきステップは何ですか?
A.指導コーチと問題について話し合う
B.コーチに倫理違反の可能性について伝える
C.コーチのクライアントと誤った情報について話し合う
D. ICFに不正行為を報告する
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（セクション5.1）では、コーチに対し、正式な報告にエスカレーションする前
に、「可能な限り、関係者と直接、対立や倫理違反の可能性を解決する」ことを推奨していま

す。トレーニング内容を偽ることはセクション2.1（「私は自分の資格を正確に説明します」）

に違反するため、通常、最初のステップは専門家との話し合いです。以下を分析してみま

しょう。

A .監督コーチと問題について話し合う:これは、存在しない可能性のある監督構造を前提
としており、ICFが優先する直接的な解決を回避しています。
B .コーチに倫理違反の可能性について伝える:これは、懸念事項をまず同僚として対処
し、正当な手続きを尊重しながら説明責任を促進するという ICFの倫理プロセスと一致し
ています (ICF倫理規定、第 5項)。
C .コーチのクライアントに誤った情報について話す:これは守秘義務とプロフェッショナ
リズム（ICF倫理規定、第4項）に違反し、コーチの役割を超えています。
D .不正行為を ICFに報告する:直接的な解決が失敗したり、違反が重大な場合は報告が適
切ですが、ICFの倫理行動レビューポリシーでは、報告は最初のステップではありません。
オプション Bは正しい最初のステップであり、潜在的な違反を解決するための ICFの倫理
的なアプローチを反映しています。

質問: 3
セッションも終わりに近づきましたが、クライアントは特定の状況に対してどう対応すべ

きかまだよく分かっていません。あなたは、過去の似たような経験がクライアントの役に

立つかもしれないと感じています。最適な対応は次のようになります。

A.あなたも同様の経験があり、クライアントが何をすべきかを正確に知っていることをク
ライアントに伝えます。

B.クライアントにストーリーを語ってもいいか尋ね、そのストーリーに関連する内容を共
有するよう依頼します。

C.あなたのストーリーを共有し、クライアントが試すことができる可能性のあるオプショ
ンをリストします。

D.同様の経験があったことをクライアントに伝え、クライアントがそれを聞きたいかどう
か、また、その内容が役に立つかどうかを確認します。

正解: (正解を表示します)
オプションDは、クライアントの自律性（コンピテンシー8.3）を維持しながら、経験を選択
肢として提供することで、コンピテンシー7.11「執着することなく、観察、洞察、感情を共有
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する」を遵守しています。これは、倫理規定2.2（強制しないこと）およびICFコーチングの定

義（指導ではなく、促進すること）にも合致しています。

オプションAは指示的であり、コンピテンシー2.2に違反しています。オプションBは許可を
求めていますが、関連性を前提としています。オプションCは同意なしに情報を共有し、
パートナーシップを回避して解決策を提案しています。オプションDはクライアントの選
択とプロセスを最も尊重しています。

参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、7.11、8.3)、ICF倫理規定 (2.2)、ICFコーチングの
定義。

質問: 4
どのタイプの聞き方が、クライアントの言葉、ボディランゲージ、口調に同時に注意を払う

ことを必要としますか?
A.基本
B.気配りのある
C.アクティブ
D.探索的
正解: C (コメントを発表する)
ICFコンピテンシー6（「積極的に聞く」）は、「クライアントが何を言っているのか、何を言っ

ていないのかに十分に注意を払い、文脈の中でその意味を理解する」ことを含みます。これ

には、声のトーンやボディランゲージといった言語的・非言語的な手がかりも含まれます。

以下の点を評価してみましょう。

A .基本:これは、最小限の関与、複数のキューに注意を払わないことを意味します (コンピ
テンシー 6未満)。
B .注意深い:集中力はありますが、ボディランゲージや口調を解釈する深みが欠けていま
す (能力 6より低い)。
C.能動態:これは能力 6に一致し、言葉、口調、ボディランゲージを同時に網羅します。
D.探究的:これは、聞くことではなく、質問すること (能力 7)に近いです。
オプション Cは、ICFのアクティブリスニングの定義に従って説明されるリスニングのタ
イプです。

質問: 5
コーチングセッション中、クライアントは同僚への接し方について、新たな明確な洞察を

得ます。最適な対応は次のようになります。

A.これまでの同僚に対する態度は受け入れられないことであり、より良い人間になりたい
のであれば変わる必要があることを伝えます。

B.自分が同僚としてこのような扱いを受けたらどう感じるかを尋ねます。
C.クライアントに、この新しい洞察が同僚に対する行動にどのような影響を与えるかを尋
ねます。
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D.この洞察は、同僚に対するクライアントの行動を変えるのに非常に役立つ可能性がある
ことを示唆します。

正解: (正解を表示します)
オプションCは、ICFコア・コンピテンシー8「クライアントの成長を促進する」（8.1 -クライ

アントと協力して新たな気づきを行動に統合する）に合致しており、クライアントが自身の

洞察の実践的な意味合いを探求するよう促します。これにより、倫理規定1.1項に基づき、
クライアントの経験を尊重しつつ、自律性（コンピテンシー8.3）とパートナーシップ（コン
ピテンシー2.2）が促進されます。
オプションAはクライアントを批判しており、コンピテンシー4.1（非批判的姿勢）と倫理規
定2.2（偏見の回避）に違反しています。オプションBは共感に焦点を移しており、これは有
用かもしれませんが、インサイト（コンピテンシー8.1）を直接統合していません。オプショ
ンDはパートナーではなく、提案者であり、完全なコラボレーションを欠いています。オプ
ションCはクライアント主導の成長を最も効果的にサポートします。
参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、4.1、8.1、8.3)、ICF倫理規定 (1.1、2.2)。

質問: 6
次の例のうち、利益相反を最もよく反映しているのはどれですか?
A.雇用主がコーチに影響を与えようとする可能性があるため、クライアントの雇用主から
コーチングの報酬を受け取ること

B.コーチは評価を非常に重視しているため、報酬の代わりに専門的な評価を受け入れる
C.夫婦がお互いのセッションについて話し合う可能性があるため、夫婦に個別のコーチン
グを提供する

D.コーチの客観性を損なう可能性があるため、同じ仕事に対して競争しながら同僚をコー
チングすること

正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（セクション3.1）では、利益相反を「コーチが、職務の客観的な遂行に影響を与

えると見られるほどの私的または個人的な利益を有する状況」と定義しています。客観性と

公平性は、コーチング関係における信頼と誠実性を維持するために不可欠です（ICFコンピ
テンシー2：「コーチングのマインドセットを体現する」）。では、以下の選択肢を検討してみ

ましょう。

A.クライアントの雇用主がコーチに影響を与えようとする可能性があるため、クライアン
トのコーチングに対して雇用主から報酬を受け取ること：これは影響力に関する懸念を引

き起こす可能性がありますが、コーチの客観性が損なわれない限り（例えば、クライアント

の課題よりも雇用主の課題を優先するなど）、本質的に利益相反にはなりません。ICFは、開
示され合意された場合には第三者への報酬を認めています（ICF倫理規定、第1.2条）。
B .コーチは評価を非常に重視しているため、報酬の代わりに専門的な評価を受け入れるこ
と。これは個人的な好みであり、利益相反ではありません。なぜなら、コーチがクライアン

トに客観的にサービスを提供する能力に本質的に影響を及ぼさないからです。
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C .夫婦がお互いのセッションについて話し合う可能性があるため、個人コーチングを提供
する：これは守秘義務リスクを伴います（ICF倫理規定第4条）。ただし、コーチが夫婦の関係
に個人的な利害関係がない限り、利益相反にはなりません。ICFは、境界線が明確で合意さ
れている場合にこれを許可します。

D .コーチの客観性を損なう可能性があるため、同じ仕事で競合しながら同僚をコーチング
すること：これは明らかな利益相反です。クライアントと競合することは、コーチの行動に

バイアスを与える可能性のある個人的な利益（例：キャリアアップ）を生み出し、ICFの公平
性の要件（ICF倫理規定、セクション3.2：「私はあらゆる利益相反を開示します」）を損なう可

能性があります。

オプション Dは、ICF倫理の要であるコーチの客観性を直接脅かすため、利益相反を最も
よく反映しています。

質問: 7
コーチとクライアントの強い関係を育む可能性が最も高いコーチの行動は何ですか?
A.クライアントのユニークな才能を認める
B.肯定的なフィードバックと批判的なフィードバックをバランスよく提供する
C.活気のある環境を提供する
D.クライアントに宿題を完了するよう促す
正解: (正解を表示します)
コーチとクライアントの強固な関係は、ICFコンピテンシー5（「信頼と安全を育む」）に概説

されているように、信頼、安全、そして相互尊重の上に築かれます。クライアントの独自の

才能を認めることで、その強みが認められ、前向きで力強い関係が築かれ、ICFのコーチン
グの定義と整合し、クライアントが潜在能力を最大限に発揮できるよう促すことが重視さ

れています。では、以下の選択肢を検討してみましょう。

A.クライアントの独自の才能を認める：これは、自信と自己認識を育むことで、コンピテン
シー5およびコンピテンシー7（「気づきを呼び起こす」）と整合します。これは、クライアン

トの個性を尊重するというICFの倫理原則（ICF倫理規定、セクション1.3）を反映しており、
肯定的な言葉を通して関係性を強化します。

B .肯定的なフィードバックと批判的なフィードバックをバランスよく提供する：フィード
バックは建設的なものになり得ますが、「批判的な」フィードバックは指示的な役割に変

わってしまう危険性があり、慎重に扱わなければ信頼を損なう可能性があります（ICF倫理
規定、第2.3項）。関係構築においては、肯定的なフィードバックよりも批判的なフィード
バックの方が基盤として重要です。

C .活気のある環境を提供する:活気はエンゲージメントを高めることができますが、普遍
的に効果的というわけではなく、ICFコンピテンシー 5で要求される関係性の絆に直接的
に作用するものではありません。

D .クライアントに宿題を完了するよう促す:これは目標の進捗 (コンピテンシー 8)をサ
ポートしますが、これはテクニックであり、主要な関係構築アクションではないため、強調

しすぎると指示的になることがあります。
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オプション Aは、ICFの信頼、安全性、クライアントのエンパワーメントに重点を置いてお
り、コーチとクライアントの強力な関係を最も直接的に育みます。

質問: 8
セッション間で当初は進歩を見せたものの、クライアントは行き詰まり、後退しているよ

うに感じてしまうことがあります。最悪の反応は次のようなものです。

A.クライアントに、決断を貫き、さらに努力する必要があることを伝えます。
B.クライアントに、これが自分自身、プロセス、または状況について何を理解または学ぶの
に役立つかについて質問します。

C.より良いサポートがなければ長期的には失敗することになるということをクライアン
トに思い出させてください。

D.状況を聞いた後、クライアントが行き詰まっていることについて何を学んでいる可能性
があるかを親切に提案します。

正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションCは最悪です。なぜなら、恐怖に基づく言葉（「失敗するだろう」など）を使用し、
サポートの必要性を前提としているため、コンピテンシー4.1（安全で批判的でない環境）と
倫理セクション2.2（偏見の回避）に違反しているからです。コーチのナラティブを押し付け
ることで、パートナーシップ（コンピテンシー2.2）とICFコーチングの定義を損ないます。
選択肢Aは指示を与えますが、それほど脅迫的ではありません。選択肢B（最も良い選択肢、
質問21を参照）は権限を与えます。選択肢Dは提案を与えますが、穏やかです。選択肢Cは信
頼と自律性を最も著しく損ないます。

質問: 9
クライアントは具体的な行動を実行したいと考えていました。この提案された行動からど

のような成果や学びが得られるのかをより深く理解してもらうために、最悪の対応は次の

ようになります。

A.このアクションの実装によって生じる可能性のある結果や影響について質問します。
B.クライアントに、良い結果が期待できるもののリストを書き出す演習を実施します。
C.このアクションが成功すれば、生活がずっと良くなることをクライアントに思い出させ
てください。

D.クライアントに考えを共有してもらい、楽観的に考え、潜在的な問題に焦点を当てない
ように注意します。

正解: C (コメントを発表する)
オプションBは、肯定的な結果を前提とし、コーチの視点を押し付けているため、最悪です。
これは、コンピテンシー7.11（執着のない共有）と倫理規定2.2（偏見の回避）に違反します。
パートナーシップ（コンピテンシー2.2）を損ない、完全な探求（コンピテンシー7.2）を制限
します。
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オプションAは指示を与えますが、有害ではありません。オプションC（最善、質問17を参
照）は権限を与えます。オプションDは適用範囲を制限しますが、オプションBほど推定的で
はありません。オプションBはICF基準との整合性が最も低いです。
参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、7.2、7.11)、ICF倫理規定 (2.2)。

質問: 10
コーチがクライアントの行動計画の作成を支援するのに最適な時期はいつでしょうか？

A.コーチが共有する選択肢が複数ある場合
B.クライアントの現在の目標の進捗状況を評価中
C.目標設定プロセスが完了したら
正解: (正解を表示します)
ICFのコーチングプロセスでは、行動計画に先立って目標設定を行う、構造化されたアプ
ローチを重視しています。ICFコンピテンシー8（「クライアントの成長を促進する」）は、「ク

ライアントと協力して学びと洞察を行動に移す」ことを含み、これは明確な目標設定（ICF

コンピテンシー3：「合意を確立し維持する」）の後に行われます。以下を分析してみましょ

う。

A.コーチが複数の選択肢を共有している場合：これはコーチが計画を主導していることを
意味し、ICFのクライアント主導アプローチ（ICF倫理規定、第2.3項）に反します。行動計画
はコーチの提案ではなく、クライアントの目標に沿って作成されます。

B .クライアントの現在の目標の進捗状況を評価する際：これは、目標が存在し、進捗状況
の確認が行われていることを前提としています。これは、初期の行動計画策定時ではなく、

後日行われる可能性があります。この質問は、最適な出発点を示しています。

C .目標設定プロセスが完了したら:定義された目標 (コンピテンシー 3)がアクションプ
ラン (コンピテンシー 8)の基盤となり、クライアントのビジョンとの整合性と行動準備が
確保されるため、これが最適なタイミングです。

オプション Dは、アクションを計画する前に目標を設定する ICFの順次プロセスと一致し
ています。

質問: 11
コーチングセッションの終わりが近づくと、クライアントは自分が実行したい計画を非常

に明確に理解しています。クライアントが前進するために必要なサポートをすべて受けて

いるかどうかを判断する際に、最悪の対応は次のようなものです。

A.プロジェクトが実装されるまで、クライアントに毎日メールを送信することを提案しま
す。

B.クライアントに誰がサポートしてくれるかを尋ねます。
C. 2頭の馬が 1頭の馬よりも重いものを引っ張るので、計画を実行するには誰かの支援が
必要であることをクライアントに思い出させてください。

D.クライアントが、さらなるサポートが必要な領域やまだ対処が必要な領域があるかどう
かを評価できるように支援します。
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正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションAは、クライアントの進捗に対する責任を負い、自律性（コンピテンシー8.3）を
損ない、倫理規定2.1項（専門的境界）に違反するため、最悪です。依存性を助長すること
で、ICFのコーチングの定義に反します。
選択肢Bは限定的ですが、有害ではありません。選択肢Cはパートナーなしで行うことを提
案しています。選択肢D（最良、質問19参照）はエンパワーメントです。選択肢Aはコーチン
グの原則と大きく乖離しています。

参照：

以下に、ご要望に応じてフォーマットされた質問21～26を掲載します。回答は、国際コーチ
ング連盟（ICF）の公式文書（ICF倫理規定、コア・コンピテンシー、コーチングの境界の定義

など）に基づき、100%検証済みです。各回答には、参考文献を含む包括的な説明が付いてい
ます。

質問: 12
信頼と安全の環境を最も育むコーチングのアプローチはどれですか?
A.コーチが成功と考える目標をクライアントが優先することを学ぶのを助ける
B.クライアントの問題に関する複数の視点を探る
C.クライアントがどのような問題を経験する可能性があるかを事前に予測する
D.クライアントが目標を達成したかどうかに基づいてコーチ自身のパフォーマンスを評
価する

正解: (正解を表示します)
ICFコンピテンシー5（「信頼と安全を育む」）は、クライアントがサポートされ、尊重されて

いると感じられる環境を、多くの場合、オープンな探求（コンピテンシー7：「気づきを呼び

起こす」）を通して構築することを含みます。以下の点を評価しましょう。

A .コーチが成功と考える目標をクライアントが優先することを学ぶのを助けること：これ
はコーチ主導であり、信頼と自律性を損ないます（ICF倫理規定、第1項）。
B .クライアントの問題に関する複数の視点を探る：これは、クライアントの意見を重視
し、理解を広げ（コンピテンシー5）、信頼を構築することで安全性を高めます。
C .クライアントがどのような問題を経験する可能性があるかを事前に予測する:これによ
り、信頼関係の構築ではなく、コーチの課題に焦点が移ります (コンピテンシー 2)。
D.クライアントが目標を達成したかどうかに基づいてコーチ自身のパフォーマンスを評
価する：これはクライアントの安全よりもコーチの成果を優先します（セクション1）。
オプション Bは、ICFの能力フレームワークによれば、信頼と安全性を最も促進します。

質問: 13
セッションの終わりが近づき、クライアントは特定の状況に対してどう対処すべきかまだ

よく分かっていません。あなたは、過去の似たような経験がクライアントの役に立つかも

しれないと感じています。最悪の対応は、次のようなものです。
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A.あなたも同様の経験があり、クライアントが何をすべきかを正確に知っていることをク
ライアントに伝えます。

B.クライアントにストーリーを語ってもいいか尋ね、そのストーリーに関連する内容を共
有するよう依頼します。

C.あなたのストーリーを共有し、クライアントが試すことができる可能性のあるオプショ
ンをリストします。

D.同様の経験があったことをクライアントに伝え、クライアントがそれを聞きたいかどう
か、また、その内容が役に立つかどうかを確認します。

正解: (正解を表示します)
オプションAはコーチの解決策を押し付けており、コンピテンシー2.2（パートナーシップ）
とコンピテンシー8.3（クライアントの自律性）に反するため、最悪です。指示的なスタンス
に移行するため、倫理セクション2.2（偏見の回避）とICFコーチングの定義に違反します。
選択肢BとCはそれほど押し付けがましくないが、依然として関連性を前提としている。選
択肢D（最善、質問9参照）はクライアントを尊重している。選択肢Aはコーチの課題を優先す
ることで、コーチングのプロセスを著しく損なう。

参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、8.3)、ICF倫理規定 (2.2)、ICFコーチングの定義。

質問: 14
スポンサーがディレクターと協力するためにコーチを雇います。ディレクターは、別途契

約に基づき、コーチに個人的な問題に対処するためのコーチングを依頼します。コーチは

倫理的責任として何をすべきでしょうか？

A.利益相反の可能性を避けるために、両方の契約の意味を明確にする
B. 2つの契約間で同じタイプのコーチングを提供することに同意する
C.スポンサーが監督の個人指導の費用を支払わないようにする
D.守秘義務の制限により、個人コーチング契約の依頼を断ります
正解: A (コメントを発表する)
ICF倫理規定（第1.2項）では、コーチは複数当事者間の契約において「役割と責任を明確にす

る」ことが求められており、第3.2項では利益相反の開示が義務付けられています。スポン

サー契約と個人契約の二重契約は、利益相反や守秘義務の問題につながるリスクがありま

す（第4項）。以下の点を評価しましょう。
A .利益相反の可能性を回避するために、両方の契約の意味を明確にします。これにより、
透明性と整合性が確保され（コンピテンシー 3）、潜在的な利益相反に倫理的に対処できま
す。

B . 2つの契約間で同じタイプのコーチングを提供することを受け入れる:これにより、ス
ポンサーと個人の目標間の潜在的な矛盾や機密保持違反が無視されます。

C .スポンサーがディレクターの個人指導の費用を支払わないことを確認する:支払い元は
二次的な問題であり、倫理的な問題は資金だけでなく、役割の明確化と対立にある。

D .守秘義務の制限により、個人コーチング契約の依頼を断る:境界が明確であれば断る必
要はありません。ICFでは、開示があれば複数の役割を認めています (セクション 1.2)。
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オプション Aは、ICF基準に従ってコーチの倫理的責任を果たします。

質問: 15
クライアントがこのパターンを共有し、変化への希望を表明し、この変化を実行するため

の計画を立てた後、最悪の対応は次のようになります。

A.クライアントに何をいつまでにやりたいかを正確に尋ねます。
B.次にとるべき最善のステップをクライアントと共有します。
C.クライアントが変化を試みる際に直面する障壁について話し合います。
D.クライアントに、通常どのようにブレインストーミングを行ったり、斬新なアイデアを
思いついたりしているかを尋ねます。

正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションBはコーチの意見を押し付けることで、クライアントの自律性（コンピテンシー
8.3）とパートナーシップ（コンピテンシー2.2）を損なうため、最悪です。これは、クライアン
ト主導の解決策を重視するICFコーチングの定義と、倫理規定2.2項（偏見の回避）に違反し
ます。

選択肢Aは時期尚早ですが、本質的に有害ではありません。選択肢Cは、指示的ではありま
せんが、焦点をネガティブにずらします。選択肢D（最善、質問5参照）は、クライアントに力
を与えます。選択肢Bは、コーチの視点をクライアントの視点よりも優先することで、ICFの
原則に最も直接的に反しています。

質問: 16
セッション間で当初は進歩を見せたものの、クライアントは行き詰まり、後退しているよ

うに感じています。最適な対応は次のとおりです。

A.クライアントに、決断を貫き、さらに努力する必要があることを伝えます。
B.クライアントに、これが自分自身、プロセス、または状況について何を理解または学ぶの
に役立つかについて質問します。

C.より良いサポートがなければ長期的には失敗することになるということをクライアン
トに思い出させてください。

D.状況を聞いた後、クライアントが行き詰まっていることについて何を学んでいる可能性
があるかを親切に提案します。

正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションBは、ICFコア・コンピテンシー7「気づきの喚起」（7.2 -クライアントが自らの体

験を探求し、明確化できるよう支援する）に合致しており、質問を用いてクライアントの経

験理解を深めます。また、パートナーシップ（コンピテンシー2.2）を支援し、自律性（コンピ
テンシー8.3）を尊重し、倫理セクション1.1（クライアント主導のプロセス）を遵守します。
オプションAはクライアントを誘導するものであり、コンピテンシー2.2および倫理規定
2.2（偏見の回避）に違反します。オプションCはクライアントに恐怖心を植え付け、失敗を
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前提とするため、コンピテンシー4.1（安全な環境）に違反します。オプションDは探求とい
うより提案であり、完全な協働が欠如しています。オプションBは、クライアントの自己発
見と成長を最も促進します。

有効的なICF-ACC問題集はJPNTest.com提供され、ICF-ACC試験に合格することに役に
立ちます！JPNTest.comは今最新ICF-ACC試験問題集を提供します。JPNTest.com ICF-
ACC試験問題集はもう更新されました。ここでICF-ACC問題集のテストエンジンを手に
入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/ICF-ACC-mondaishu

「88問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 17
どのタイプの聞き方が、クライアントの言葉、ボディランゲージ、口調に同時に注意を払う

ことを必要としますか?
A.基本
B.気配りのある
C.アクティブ
D.探索的
正解: (正解を表示します)
ICF能力 6 (「積極的に聞く」)には、「クライアントが言っていることと言っていないことに

完全に集中し、文脈の中で意味を理解すること」、つまり声のトーンやボディランゲージな

どの言語的および非言語的な手がかりを含めることが含まれます。

評価してみましょう:
* A.基本:複数のキューに注意を払わず、最小限の関与を意味します (コンピテンシー 6未
満)。
* B.注意深い:集中力があることを示唆していますが、ボディランゲージや口調を解釈する
深みが欠けています (能力 6より低い)。
* C.能動態:これは能力 6に一致し、言葉、口調、ボディランゲージを同時に網羅します。
* D.探究的:これは、聞くことではなく、質問すること (能力 7)に一致します。
オプション Cは、ICFのアクティブリスニングの定義に従って説明されるリスニングのタ
イプです。

質問: 18
コーチがセッションの最後にどのような行動をとれば、クライアントが進歩し続けるのに

最も役立つでしょうか?
A.コーチングの進捗状況に対するクライアントの満足度を評価するためのアンケートを
配布する

B.クライアントと協力して、サポートとリソースの障壁を認識した行動計画を策定する
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C.クライアントが目標を達成できなかった場合に起こり得るいくつかの否定的な結果を
強調する

D.次のコーチングセッションの前にクライアントが確認できるよう、クライアントの目標
に関連する文献を共有します。

正解: B (コメントを発表する)
ICFコンピテンシー8（「クライアントの成長を促進する」）は、継続的な進歩を支える具体的

かつ現実的な計画を通して、「学習を行動に移す」ことに焦点を当てています。障壁に対処

することで、持続可能性が確保されます（ICFコーチングの定義）。以下を評価しましょう。
* A.コーチングの進捗状況に対するクライアントの満足度を評価するためのアンケートを
配布する:これはプロセスを評価しますが、進捗を直接促進するものではありません (コン
ピテンシー 8)。
* B.クライアントと協力して、サポートとリソースの障壁を認識したアクションプランを
作成します。これはコンピテンシー 8と一致しており、継続的な成長のためにカスタマイ
ズされた実行可能な戦略をクライアントに提供します。

* C.クライアントが目標を達成できなかった場合に発生する可能性のあるいくつかの否定
的な結果を強調する:
恐怖に基づく動機付けは、ICFの肯定的なクライアント主導のアプローチ (コンピテンシー
5)と矛盾します。
* D.次のコーチングセッションの前にクライアントが確認できるよう、クライアントの目
標に関連する文献を共有する:これは学習をサポートしますが、計画の実行可能な焦点が欠
けています (コンピテンシー 8)。
ICFの成長重視のフレームワークによれば、オプション Bはクライアントの進歩に役立つ
可能性が最も高いです。

質問: 19
コーチがクライアントと仕事をするときに重要なことは何ですか?
A.クライアントの感情を分析する
B.クライアントの動作を管理する
C.クライアントの成功をサポートする
D.クライアントのメンタルヘルスを理解する
正解: (正解を表示します)
ICFのコーチングの定義は、「クライアントが個人的および職業的な可能性を最大限に引き

出せるよう、思考を刺激し創造的なプロセスを通してクライアントと協力すること」に重点

を置いており、クライアントの成功がコーチの最大の焦点となっています。ICFのコンピテ
ンシー8（「クライアントの成長を促進する」）は、クライアントの目標達成を支援することを

強調しています。以下を確認しましょう。

* A.クライアントの感情を分析する:感情を理解することはコーチングに役立ちますが (コ
ンピテンシー 6)、感情を分析するとセラピーに踏み込むリスクがあり (ICFコーチングの
境界)、中心的な焦点ではありません。
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* B.クライアントの行動を管理する:コーチはクライアントの行動を管理するのではなく
促進し (ICF倫理規定、セクション 1)、行動を制御するのではなく自律性を維持します。
* C.クライアントの成功をサポートする:これはICFの使命とコンピテンシーを要約したも
のです(例:コンピテンシー5:

「信頼と安全を育む」（コンピテンシー 8）は、クライアントの成功を支援することに重点を

置いています。

* D.クライアントのメンタルヘルスを理解する:これはコーチングの範囲を超えており、メ
ンタルヘルスの診断や治療を避けるため (ICF倫理規定、セクション 2.5)、代わりに紹介が
必要になります。

オプション Cは最も重要であり、クライアントの成功に対する ICFの基本的な取り組みを
反映しています。

質問: 20
企業が従業員と一緒に働くコーチを後援する場合、コーチが機密を漏洩する必要がある状

況を従業員に確実に知らせるのはどちらの当事者の責任ですか?
A.従業員
B.コーチ
C.従業員の上司
D.会社の弁護士
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（セクション4.1）では、コーチは「初回の面談前または面談時に、コーチングの

クライアントに守秘義務の性質と限界を説明し、理解してもらう」ことが義務付けられてい

ます。スポンサー契約においては、コーチがこの責任を負います（コンピテンシー3）。以下
を分析してみましょう。

A .従業員：クライアントは機密性を定義する責任はありません。これはコーチの義務です
（セクション4.2）。
B .コーチ：コーチはスポンサー関連の例外事項を含め、契約書（第1.2項）に守秘義務を明確
に記載し、責任を負わなければなりません。

C.従業員の上司：上司はロジスティクス面で役割を果たすことはできるが、コーチングの
倫理を説明する役割は担わない（セクション4）。
D .企業の弁護士：法的な情報に基づいてポリシーが策定される場合もありますが、コーチ
は倫理基準をクライアントに直接伝えます（コンピテンシー 3）。
オプション Bは、ICF基準に従ってコーチの責任を反映しています。

質問: 21
セッション間で当初は進歩を見せたものの、クライアントは行き詰まり、後退しているよ

うに感じてしまうことがあります。最悪の反応は次のようなものです。

A.クライアントに、決断を貫き、さらに努力する必要があることを伝えます。
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B.クライアントに、これが自分自身、プロセス、または状況について何を理解または学ぶの
に役立つかについて質問します。

C.より良いサポートがなければ長期的には失敗することになるということをクライアン
トに思い出させてください。

D.状況を聞いた後、クライアントが行き詰まっていることについて何を学んでいる可能性
があるかを親切に提案します。

正解: (正解を表示します)
オプションCは最悪です。なぜなら、恐怖に基づく言葉（「失敗するだろう」など）を使用し、
サポートの必要性を前提としているため、コンピテンシー4.1（安全で批判的でない環境）と
倫理セクション2.2（偏見の回避）に違反しているからです。コーチのナラティブを押し付け
ることで、パートナーシップ（コンピテンシー2.2）とICFコーチングの定義を損ないます。
選択肢Aは指示を与えますが、それほど脅迫的ではありません。選択肢B（最も良い選択肢、
質問21を参照）は権限を与えます。選択肢Dは提案を与えますが、穏やかです。選択肢Cは信
頼と自律性を最も著しく損ないます。

参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、4.1)、ICF倫理規定 (2.2)、ICFコーチングの定義。

質問: 22
コーチがクライアントのケースをコーチングスーパーバイザーと共有するためのベストプ

ラクティスは何ですか?
A.クライアントに、コーチがフィードバックから学ぶことができるように、情報をスー
パーバイザーコーチと共有する必要があることを伝える

B.クライアントの契約書に、監督コーチと情報がどのように共有されるかを説明する文言
を追加する

C.スーパーバイザーコーチと口頭でやり取りするため、クライアントの情報を書面で共有
する必要はありません。

正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（セクション4.1）では、コーチは「初回の面談前または面談時に、コーチングの

クライアントに守秘義務の性質と限界を説明し、理解してもらう」ことが求められていま

す。透明性と信頼を維持するために、スーパーバイザーとの共有はコーチング契約（ICFコ
ンピテンシー3）において開示されなければなりません。以下を分析してみましょう。
A .クライアントに、情報をスーパーバイザーコーチと共有して、コーチがフィードバック
から学べるようにする必要があることを伝えます。これは事後対応的であり、事前の同意

を欠いており、セクション 4の事前の明確性の要件に違反しています。
B .クライアントの契約書に、スーパーバイザーコーチと情報を共有する方法を説明する文
言を追加します。これにより、ICF倫理（セクション4.2）とコンピテンシー3に沿って、クラ
イアントの理解と合意が積極的に確保されます。

C .クライアントの情報を書面で共有する必要がないように、スーパーバイジングコーチと
口頭でやり取りする。これにより文書化は回避されますが、クライアントの同意や透明性

が確保されず、倫理基準に違反することになります。
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オプション Bは、ICFの機密性と契約要件に従ったベストプラクティスです。

質問: 23
ICPの Evokes Awareness能力の重要な要素は何ですか?
A.共感を示してクライアントをサポートする
B.クライアントの全体的な目標に同意します。
C.観察結果を共有してクライアントに新たな学びをもたらす
D.クライアントにとって何が困難であるかを認識する
正解: (正解を表示します)
ICFコンピテンシー7（「気づきの喚起」）には、「観察を提供し、質問し、クライアントの気づ

きと洞察を高めるよう促す」ことが含まれます。観察結果を共有することは、新たな学びを

促す重要な要素です。以下の点を評価してみましょう。

A .共感を示すことでクライアントをサポートします。これは、認識を呼び起こすのではな
く、コンピテンシー 5 (「信頼と安全を育む」)と一致します。
B .顧客の全体的な目標に同意する:これはコンピテンシー 3 (「合意を確立する」)に適合し

ますが、コンピテンシー 7には適合しません。
C .観察結果を共有してクライアントに新たな学習をもたらす:これは、クライアントの洞
察力を高めるための視点を提供することに重点を置くコンピテンシー 7を直接反映してい
ます。

D .クライアントにとって何が困難であるかを認識する:これは、コンピテンシー 7の積極
的な認識喚起ではなく、共感 (コンピテンシー 5)をサポートします。
オプション Cは、ICFの能力定義によれば、「認識を呼び起こす」という重要な要素です。

質問: 24
クライアントは、何ヶ月もかけてようやく、これまで困難だった分野で前進が見られるよう

になったと話します。最悪の反応は次のようなものです。

A.机をバタンと閉めて「はい、はい、はい」と叫び、クライアントと自分の良い仕事を祝って

ガッツポーズしましょう。

B.クライアントに、適切な計画を立てていて、すでに問題を解決しているはずなのに、なぜ
もっと早くこの進展をもたらさなかったのかを尋ねます。

C.この変化はコーチングとコーチの支援のおかげで起こったものであることをクライア
ントに思い出させてください。

D.クライアントの話を聞いて、何度か感嘆した後、過去数か月間にクライアントが歩んで
きた道のりを振り返り、クライアントのどのような点を尊敬し、賞賛しているかを伝えま

す。

正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションCは、クライアントの進歩を自分の功績として主張するため、コンピテンシー
2.2（パートナーシップ）と倫理規定2.2（自己利益の回避）に違反し、最悪の選択肢です。クラ
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イアントの自律性（コンピテンシー8.3）を損ない、クライアントの成長をクライアントの功
績とするというICFコーチングの定義にも反します。
選択肢Aは過剰かもしれませんが、有害ではありません。選択肢Bは批判はしますが、功績
を横取りすることはありません。選択肢D（最も良い選択肢、質問23参照）はクライアントを
尊重しています。選択肢Cは、コーチに焦点を移す最も悪質な方法です。

質問: 25
最近新しい国に引っ越したクライアントがコーチに、友達を作るのに苦労していると話し

ました。コーチのどのような行動が最も認識を呼び起こすでしょうか?
A.クライアントがこの葛藤の根源は何であると考えているかを尋ねる
B.修復は難しく、時間がかかることもあることを認める
C.クライアントが友達を作るために取ることができる具体的なステップを提案する
D.課題は文化の違いによって引き起こされる可能性が高いと言う
正解: (正解を表示します)
ICFのコンピテンシー7（「気づきの喚起」）には、「クライアントが洞察力を獲得し、新たな視

点を探るのに役立つ質問をし、観察を提供すること」が含まれます。このコンピテンシー

は、解決策や妥当性の提示よりも、クライアントの自己理解を深めることを重視していま

す。以下の点を評価してみましょう。

* A.クライアントがこの葛藤の根本にあると考えていることを尋ねる:この強力な質問は、
自己反省と洞察を促すことで認識を呼び起こし、コンピテンシー 7および ICFのクライア
ントの自律性への重点 (ICF倫理規定、セクション 1)と直接一致します。
* B.友達を作るのは難しく、時間がかかることを認める：サポートしながら（能力
5)これでは認識に挑戦したり深めたりすることができず、その影響は限定的になります。
* C.クライアントが友人を作るために取ることができる具体的なステップを提案する:こ
れは、気づきを呼び起こすのではなく、行動計画(コンピテンシー 8)に移行し、指示的にな
る危険性があります(ICF倫理規定、セクション 2.3)。
* D.課題は文化の違いによって生じている可能性が高いと言う:これはコーチの仮定を押
し付けることになり、クライアントの探索を減らし、コンピテンシー 7のクライアント主
導の洞察に焦点を当てることと矛盾します。

ICFの能力フレームワークによれば、オプション Aが最も意識を呼び起こします。

質問: 26
セラピーではなくコーチングを通じて対処する方が最適な課題はどれですか?
A.数か月間、仕事に集中できなかったり、課題を完了できなかったりする
B.過去2週間にわたって自傷行為を繰り返し考えている
C.仕事関連のタスクに関する不安やパニックの感情
D. 5年間会社に勤めているにもかかわらず昇進に苦労している
正解: (正解を表示します)

https://www.jpnshiken.com/q/66988-6188787/
https://www.jpnshiken.com/q/66988-6188788/


ICFはコーチングを、「クライアントと協働し、思考を刺激し創造的なプロセスを通して、個

人的および職業的な潜在能力を最大限に引き出すこと」に焦点を当てたプロセスと定義し

ています（ICFコーチングの定義）。コーチングは特定の境界内で行われ、精神疾患や深層心
理的問題（セラピーの範疇に含まれる）への対応ではなく、未来志向で目標指向的なサポー

トを重視します（ICFコーチングの境界）。それぞれの選択肢を分析してみましょう。
A .数か月間、仕事に集中できなかったり、課題を完了できなかったりする：これは、認知機
能または感情面での持続的な問題を示しており、ADHDやうつ病などの症状に関連してい
る可能性があり、コーチングの範囲を超えた治療的介入が必要となります（ICF倫理規定、
セクション 2.5：「適切な場合には、クライアントを他の専門家に紹介します」）。
B .過去 2週間にわたって自傷行為を繰り返し考えている:これは深刻な精神衛生上の問題
であり、コーチングではなく、即時の治療または精神医学的サポートが必要です (ICFコー
チングの境界では、精神衛生治療は明示的に除外されています)。
C .仕事関連のタスクに関する不安やパニックの感情:コーチングはパフォーマンス関連の
ストレスに対処できますが、不安やパニックが続いている場合は、セラピーの方が適して

いる臨床上の問題であると考えられます (ICF倫理規定、セクション 2.5)。
D. 5年間会社に勤めているにもかかわらず昇進に苦労している：これは、目標、スキル、ま
たは戦略に焦点を当てた専門能力開発の課題であり、コーチングに最適です。クライアン

トがキャリア上の障壁を特定し、キャリア目標の達成に向けた行動計画を作成できるよう

支援することで、ICFのコンピテンシー8（「クライアントの成長を促進する」）に合致してい

ます。

したがって、オプション Dは、治療領域に踏み込まずに潜在能力を高めるという ICFの倫
理的範囲と能力フレームワークに適合するため、コーチングを通じて対処するのが最適で

す。

質問: 27
コーチがクライアントの守秘義務を遵守する場合、どのLCF倫理基準を遵守しているので
しょうか？

A.顧客に対する責任
B.社会への責任
C.プロフェッショナリズムに対する責任
D.責任
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定は、「クライアントへの責任」（第1項）などの見出しの下に基準を体系化してい

ます。守秘義務は、この責任に含まれる第4項（「守秘義務／プライバシー」）で明確に規定さ

れており、クライアントの信頼と自律性を確保します。以下の点を評価してみましょう。

A .クライアントに対する責任:セクション 4.1では、コーチに「最も厳格なレベルの機密性

を維持する」ことを義務付けており、これはクライアントの責任に直接結びついています。

B .社会に対する責任:このセクション(第5項)では、機密性ではなく、より広範な影響に焦
点を当てています。
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C .専門職に対する責任:このセクション3では、プライバシーではなく利益相反について
扱います。

D .責任:これは不完全です。ICFは特定のカテゴリを使用し、機密性はクライアントと一
致しています。

オプション Aは、ICFの構造に従って尊重される倫理基準です。

質問: 28
どのようなコーチの行動が、信頼と安全な環境を育む可能性が最も高いでしょうか?
A.クライアントのアイデンティティ、経験、信念を尊重した質問をする
B.さらなる議論を促すことで、現在の状況を超えて探求する
C.セッション全体を通してクライアントに集中し続けるために感情を調整する
D.コーチングの境界についてクライアントと合意を形成する
正解: (正解を表示します)
ICFコンピテンシー5（「信頼と安全を育む」）は、クライアントのアイデンティティと視点を

尊重し、信頼を育むことで「安全で支援的な環境を創り出す」ことを目指しています（ICF倫

理規定、第1.3項）。以下を分析してみましょう。
A .クライアントのアイデンティティ、経験、信念を尊重する質問をする：これは、クライア
ントの独自性を評価することで、直接的に信頼と安全性を構築します（コンピテンシー 5）。
B .さらなる議論を促すことで、現在の状況を超えて探求する:これは、信頼関係の構築を
主眼とするものではなく、コンピテンシー 7 (「認識を呼び起こす」)と一致します。
C .セッション全体を通してクライアントに集中し続けるために感情を調整する:これはコ
ンピテンシー 2をサポートしますが、信頼できる環境を育むという点ではそれほど直接的
ではありません。

D .コーチングの境界についてクライアントと合意を形成する:これは (コンピテンシー 3)
基礎を築く行為ですが、最も積極的な信頼構築行為ではありません。

オプション Aは、ICFの能力重視の観点から、信頼と安全性を促進する可能性が最も高い
です。

質問: 29
セッションの終わりに、クライアントは新たな気づきにとても満足しており、帰る準備が

できていると述べます。最悪の反応は次のとおりです。

A.いくつかのアクションと説明責任の尺度を検討することが役立つかどうかクライアン
トに尋ねます。

B.クライアントの幸せを願って、彼らを解放します。
C.アクションプランが作成されるまでコーチングセッションは終了しないことをクライ
アントに伝えます。

D.次回は何に取り組みたいか尋ねます。
正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：
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オプションCは最悪です。なぜなら、コーチのアジェンダ（「…まで完了しない」）を押し付

け、クライアントの自律性（コンピテンシー8.3）とパートナーシップ（コンピテンシー2.2）
を損なうからです。これは倫理規定2.2（偏見の回避）に違反し、クライアント主導の成果を
硬直的な構造よりも優先するICFコーチングの定義にも反します。
オプションA（最適、質問13参照）は、協働を促すものです。オプションBは深みに欠けます
が、クライアントを尊重しています。オプションDは、焦点が時期尚早に移ってしまいます。
オプションCは、コーチングのダイナミクスを最も著しく阻害します。

質問: 30
コーチがクライアントにセラピーを勧めるかどうかを決める際に考慮すべき最も重要な指

標は何ですか?
A.クライアントの症状が日常生活にどの程度支障をきたしているか
B.クライアントが人生において方向性と目的を失っているかどうか
C.自己制限的な信念がクライアントの行動を妨げている程度
D.クライアントが行き詰まりを感じ、それ以上の進歩ができないかどうか
正解: A (コメントを発表する)
ICFのコーチングの境界にはメンタルヘルス治療は含まれておらず、ICF倫理規定（セク
ション2.5）では、問題がコーチングの範囲を超える場合は専門医への紹介が義務付けられ
ています。重要な指標は、日常生活への影響であり、臨床的なニーズを示唆しています。以

下を分析してみましょう。

A .クライアントの症状が日常生活にどの程度支障をきたしているか:著しい支障は精神衛
生上の問題 (例:うつ病)を示しており、治療が必要となります (ICFコーチング境界)。
B .クライアントが人生において方向性や目的を欠いているかどうか：これはコーチング可
能（コンピテンシー8）であり、本質的にセラピーの問題ではありません。
C .自己制限的な信念がクライアントの行動を妨げている程度：これはコーチングの範囲内
（コンピテンシー7）であり、紹介を必要としない。
D .クライアントが行き詰まりを感じ、それ以上前進できないかどうか:行き詰まりを感じ
ることは、精神衛生上の症状に関連しない限り、コーチング可能です (コンピテンシー 8)。
オプション Aは、ICF境界に従って最も重要な指標です。

質問: 31
どのような状況でコーチはクライアントにセラピストと話すことを勧めるべきでしょう

か?
A.コーチは、自分の指導がクライアントの専門的成長に役立っていないと感じている
B.コーチは、クライアントがセッション中に気が散っているように見えることに気付きま
す

C.クライアントは、頻繁で激しい気分の変動が生活を乱していると述べている。
D.クライアントは、仕事上の今後の変化について不安を感じていると説明する
正解: C (コメントを発表する)
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ICF倫理規定（第2.5項）では、クライアントのニーズがコーチングの範囲外にある場合（例え
ば、メンタルヘルスの問題など）は、ICFコーチングの境界に該当する場合、紹介を義務付け
ています。生活に支障をきたすような気分の変動は、臨床的な問題を示唆しています。以下

を確認しましょう。

A .コーチは、自分の指導がクライアントの専門的成長に役立っていないと感じています。
この場合、セラピーではなくコーチングの調整が必要になる場合があります (コンピテン
シー 8)。
B .コーチは、クライアントがセッション中に気が散っているように見えることに気づきま
す。気が散っているだけでは、精神的な健康と関連がない限り、セラピーを意味するもので

はありません（コンピテンシー 6）。
C.クライアントは、頻繁かつ激しい気分の変動が生活を妨げていると述べている：これは、
治療的介入（セクション2.5）を必要とする潜在的な障害（例：双極性障害）を示唆している。
D .クライアントは、仕事で今後起こる変化について不安を感じていると説明します。状況
による不安はコーチング可能であり（コンピテンシー7）、セラピーは必要ありません。
オプション Cは、ICFの倫理と境界に従って治療の推奨を正当化します。

有効的なICF-ACC問題集はJPNTest.com提供され、ICF-ACC試験に合格することに役に
立ちます！JPNTest.comは今最新ICF-ACC試験問題集を提供します。JPNTest.com ICF-
ACC試験問題集はもう更新されました。ここでICF-ACC問題集のテストエンジンを手に
入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/ICF-ACC-mondaishu

「88問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 32
クライアントが突然、すべての社会活動から遠ざかり、気分の変動が頻繁に起こり、睡眠障

害があるという報告があった場合、コーチが取るべき最も適切な行動はどれですか?
A.クライアントにセラピーの紹介を提供する
B.クライアントをこれらの分野を専門とするコーチに紹介する
C.これらの問題についてクライアントの家族に知らせる
D.これらの特定の問題に対処するコーチングテクニックを使用する
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（セクション2.5）では、コーチは「適切な場合にはクライアントを他の専門家に

紹介する」ことが求められています。特に、メンタルヘルスの問題（ICFコーチングの境界）

など、コーチングの範囲外となる問題の場合に当てはまります。突然の引きこもり、気分の

変動、睡眠障害は、うつ病などの潜在的な臨床的疾患を示唆しており、セラピーが必要で

す。以下の点を評価してみましょう。

A .クライアントにセラピーを紹介する:これはセクション 2.5と ICFの境界に沿ってお
り、メンタルヘルスに適切に対処します。
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B .クライアントを次の分野を専門とするコーチに紹介する:コーチングは、専門分野に関
係なく、メンタルヘルスを治療するものではありません (ICFのコーチングの定義)。
C .クライアントの家族に以下の事柄について知らせる：これは差し迫った危害を伴わない
守秘義務違反（セクション4.3）であり、コーチの役割ではありません。
D .これらの特定の問題に対処するコーチング手法を使用する:これはコーチングの範囲を
超えており、危害を及ぼすリスクがあります (セクション 2.5)。
ICFの倫理と境界に照らし合わせると、オプション Aが最も適切です。

質問: 33
クライアントは、職場や私生活など、人生の様々な場面で同じような問題を抱えていると

話してくれました。クライアントと話し合っているうちに、あるパターンが見えてきたよう

に感じます。最適な対応は次のようになります。

A.パターンに注目し、接続要因を探ることが次のステップとして役立つかどうかをクライ
アントに尋ねます。

B.パターンに注意し、パターンを打破するためにクライアントに何かを変更するよう提案
します。

C.パターンに注意し、このパターンを変更しないことでクライアントが故意に自分自身を
妨害していることをクライアントに知らせます。

D.パターンに注目し、クライアントが困難を克服するための知恵を提供します。
正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションAは、ICFコア・コンピテンシー7「気づきを促す」（7.2 -探求を通してクライアン

トが明確な理解を得るのを支援する）に沿っており、クライアントが判断や憶測をすること

なく、協働的にパターンを探求するよう促します。これは、ICF倫理規定第2項「プロフェッ

ショナリズムへの責任」（2.2 -個人的な偏見を押し付けることを避ける）と、パートナー

シップを重視するコンピテンシー2.2を反映しています。
オプションBは解決策を前提としており、クライアントの自律性（コンピテンシー8.3）を無
視しています。オプションCはクライアントを批判しており、コンピテンシー4.1と倫理規
定1.1（非批判的姿勢）に違反しています。オプションDはコンサルティング的な役割に移行
しており、ICFのコーチングの定義に反しています。ICFのコーチングの定義は、答えを提供
することではなく、クライアント主導の発見を促進することに重点を置いています。Aは、
クライアントが自ら考え、決定を下す力を与えるため、最善の選択です。

質問: 34
クライアントから、宿題をきちんとこなしているか確認するために毎日電話をかけてほし

いと頼まれました。最悪の対応は次のようなものです。

A.その要求を拒否してください。あなたはクライアントの乳母ではありません。
B.彼らに電話してください。結局のところ、あなたもサービスプロバイダーなのですから。
C.追加料金がかかることをクライアントに伝えます。
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D.クライアントが自分自身に思い出させる方法について考えるのを手伝います。
正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションCは、コーチング関係を取引的なやり取りへと移行させ、コンピテンシー
2.2（パートナーシップ）と倫理セクション2.1（専門的境界の維持）を損なわせるため、最悪
です。自律性（コンピテンシー8.3）や成長の促進にも対処しておらず、ICFのコーチングの
定義に反しています。

選択肢Aは率直だが、境界線を設定する。選択肢Bは依存のリスクはあるものの、要求に応
える。選択肢D（最善、質問15参照）はクライアントに力を与える。選択肢Cはコーチングの
原則から最も大きく逸脱している。

質問: 35
コーチングのアプローチを最もよく表しているのはどれですか?
A.コーチは、以前のクライアントに効果があった方法に基づいて、セッションの方向性を
事前に選択します。

B.コーチは、さまざまな選択肢を考え、分析することで、会話を先取りするよう努めます。
C.コーチはクライアントにコーチングを主導させ、コーチング中に使用するツールを選択
させる。

D.コーチは、クライアントが一連の目標をどの程度達成したかによってパフォーマンスを
測定します。

正解: (正解を表示します)
ICFのコーチングの定義では、「パートナーシップ」を重視しており、クライアントは自身の

人生における専門家であり、コーチは指示するのではなく促進する存在です（ICF倫理規定
第1条）。コンピテンシー3（「合意を確立し維持する」）とコンピテンシー8は、プロセスの形

成におけるクライアントの自律性を重視しています。以下を復習しましょう。

A .コーチは、以前のクライアントに効果があった方法に基づいて、セッションの方向性を
事前に選択します。これはコーチ主導であり、ICFのクライアント主導のアプローチとは矛
盾しています。

B .コーチは、さまざまな選択肢を考え、分析することで、会話を先取りするよう努めます。
これは、クライアントの課題ではなく、コーチの課題に焦点を当てています (コンピテン
シー 2)。
C .コーチはクライアントがコーチングを主導し、コーチング中に使用するツールを選択で
きるようにします。これは、ICFがクライアントの自律性とパートナーシップを重視してい
ることを反映しています (コンピテンシー 5、コンピテンシー 7)。
D .コーチは、クライアントが一連の目標をどの程度達成したかによってパフォーマンスを
測定します。これにより、クライアント主導の成長ではなく、コーチの成果に焦点が移りま

す (ICF倫理規定、第 1項)。
オプション Cは、ICF基準に従ったコーチングアプローチを最もよく表しています。
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質問: 36
クライアントから、宿題をきちんとこなしているか確認するために毎日電話をかけてほし

いと依頼された場合、最適な対応は次のようになります。

A.その要求を拒否してください。あなたはクライアントの乳母ではありません。
B.彼らに電話してください。結局のところ、あなたもサービスプロバイダーなのですから。
C.追加料金がかかることをクライアントに伝えます。
D.クライアントが自分自身に思い出させる方法について考えるのを手伝います。
正解: (正解を表示します)
オプションDは、コンピテンシー8.3「目標、行動、説明責任の方法の設計におけるクライア

ントの自律性を支援する」に合致しており、倫理セクション1.1に従ってクライアントが独

自のシステムを構築できるようにすることで、クライアントの自立性を促進します。これ

は、パートナーシップ（コンピテンシー2.2）とICFコーチングの定義（クライアント主導のプ
ロセス）を反映しています。

オプションAは要求を無礼に拒否しており、コンピテンシー4.1に違反しています。オプ
ションBは境界を越え、依存のリスク（倫理セクション2.1）を負っています。オプションCは
取引的な対応になり、コーチングの焦点が失われています。オプションDは長期的な成長を
最も効果的にサポートします。

参考文献: ICFコアコンピテンシー (2.2、4.1、8.3)、ICF倫理規定 (1.1、2.1)、ICFコーチン
グの定義。

質問: 37
コーチがクライアントと仕事をするときに重要なことは何ですか?
A.クライアントの感情を分析する
B.クライアントの動作を管理する
C.クライアントの成功をサポートする
D.クライアントのメンタルヘルスを理解する
正解: (正解を表示します)
ICFのコーチングの定義は、「クライアントが個人的および職業的な可能性を最大限に引き

出せるよう、思考を刺激し創造的なプロセスを通してクライアントと協力すること」に重点

を置いており、クライアントの成功がコーチの最大の焦点となっています。ICFのコンピテ
ンシー8（「クライアントの成長を促進する」）は、クライアントの目標達成を支援することを

強調しています。以下を確認しましょう。

A .クライアントの感情を分析する:感情を理解することはコーチングに役立ちますが (コ
ンピテンシー 6)、感情を分析するとセラピーに踏み込むリスクがあり (ICFコーチングの
境界)、中心的な焦点ではありません。
B .クライアントの行動を管理する:コーチはクライアントの行動を管理するのではなく促
進し (ICF倫理規定、第 1項)、行動を制御するのではなく自律性を維持します。
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C .クライアントの成功をサポートする:これは ICFの使命とコンピテンシー (例:コンピ
テンシー 5:「信頼と安全を育む」、コンピテンシー 8)を要約したもので、クライアントの成

功を支援することに重点を置いています。

D .クライアントのメンタルヘルスを理解する:これはコーチングの範囲を超えており、メ
ンタルヘルスの診断や治療を避けるため (ICF倫理規定、セクション 2.5)、代わりに紹介が
必要となります。

オプション Cは最も重要であり、クライアントの成功に対する ICFの基本的な取り組みを
反映しています。

質問: 38
コーチング契約においてコーチの責任として一般的に明記されているのは何ですか?
A.コーチがクライアントに提供するサービスを説明する
B.機密情報とみなされる情報を決定する
C.コーチングの目標を変更すべき条件を明確にする
D.コーチング関係がどのくらい続くかを指定する
正解: A (コメントを発表する)
ICF倫理規定（セクション1.1）では、コーチはコーチング関係を開始する前に「関係するすべ

ての当事者の役割、責任、および権利に関する合意/契約書を作成する」ことが義務付けられ

ています。この合意書におけるコーチの重要な責任は、提供されるサービスの性質と範囲

を明確に示し、透明性を確保し、クライアントの期待に沿うようにすることです（ICFコン
ピテンシー3：「合意書の作成と維持」）。では、以下の選択肢を検討してみましょう。
A.コーチがクライアントに提供するサービスの説明：これはICF基準で明確に求められて
います。コーチング契約では、コーチングの内容（頻度、形式、プロセスなど）を詳細に規定

し、コンサルティングやセラピーなどの他のサービスと区別する必要があります（ICF倫理
規定、セクション1.2）。これは、コンピテンシー5（「信頼と安全を育む」）に基づき、信頼と透

明性を育みます。

B .機密情報とみなされる情報の決定：機密保持は重要ですが（ICF倫理規定第4条）、法的お
よび倫理的基準に基づく相互理解に基づくものであり、コーチだけが「決定」する責任では

ありません。通常、契約書において両者が共同で対処します。

C .コーチング目標を変更すべき条件を明確にする:目標設定は共同作業であり (ICFコン
ピテンシー 3)、変更の条件については話し合うことはできますが、通常は合意事項の中で
コーチの一方的な責任として明記されることはありません。

D .コーチング関係の継続期間を指定する:期間は契約に含まれる場合もありますが、必ず
しも必須ではなく、クライアントのニーズや相互の合意によって決まることが多いため、

サービスの説明ほど重要ではありません。

オプション Aは、ICFガイドラインに従って、契約書にコーチングサービスを明確に定義
するというコーチの中心的な責任を反映しているため、最も正確です。

質問: 39

https://www.jpnshiken.com/q/66988-6188800/


「コーチングのマインドセットを体現する」という能力を最もよく表す形容詞はどれです

か?
A.集中力があり、タスク指向で、プロフェッショナル
B.決断力があり、協調性があり、観察力に優れている
C.慎重に、準備して、目的を持って
D.オープンで好奇心旺盛、そして柔軟
正解: (正解を表示します)
ICFコンピテンシー2（「コーチングのマインドセットを体現する」）は、「知らないことを受

け入れ、クライアントの視点に関心を持ち、クライアントのニーズに柔軟に対応できる」

コーチを説明しています。このマインドセットは、硬直性やタスクへの集中よりも、非批判

的で探究的な姿勢を重視します。では、以下の点を評価してみましょう。

* A.集中力、タスク指向、プロフェッショナル:プロフェッショナリズムは重要ですが、「タ

スク指向」は指示的なアプローチを示唆しており、コンピテンシー 2のクライアント中心

の好奇心とは一致しません。

* B.決断力があり、協調性があり、観察力に優れている:「決断力がある」ということは制御

を意味し、「協調性がある」ということは挑戦的というよりは喜ばしいことを意味する可能

性があり、どちらもコーチングの考え方の探究的な性質とは矛盾しています。

* C.慎重、準備、目的意識:これらは肯定的な特性ですが、「慎重」と「準備」は、コンピテン

シー 2の中心となる開放性と適応性よりも、慎重さと構造を意味します。
* D.オープンで好奇心旺盛、そして柔軟性:これらは、受容性、探究心、適応性を重視し、ク
ライアントの成長をサポートする考え方を育むというコンピテンシー2の重点を直接反映
しています（ICF倫理規定、セクション
1）。
オプション Dは、ICFの能力定義に従って「コーチングのマインドセットを体現する」こと

を最もよく表しています。

質問: 40
コーチングのコンピテンシー「合意を確立し維持する」を最もよく反映する行動はどれです

か?
A.クライアントとコーチの相性を判断するためにクライアントと提携する
B.コーチングプロセスにおいてクライアントの独自の洞察を認め、尊重する
C.クライアントに寄り添うために感情をコントロールする
D.コーチングを強化するために継続的な反省の実践を開発する
正解: (正解を表示します)

質問: 41
コーチングセッションの構造を決定する際に、コーチが考慮すべき重要な要素は次のとお

りです。

https://www.jpnshiken.com/q/66988-6188801/
https://www.jpnshiken.com/q/66988-6188802/


A.どのテクニックが最も効果的に実行できるかを判断し、それをクライアント間で一貫し
て使用する

B.トピックの紹介、コンテンツの探索、そしてまとめという基本的なプロセスに従った
セッション構造を開発する

C.クライアントのニーズに合わせてセッションの構造を必要に応じて変更できる柔軟性
D.コーチからの邪魔なくクライアントがセッションを主導できるクライアント中心のア
プローチを適用する

正解: C (コメントを発表する)
ICFのコンピテンシー2（「コーチングのマインドセットを体現する」）とコンピテンシー

5（「信頼と安心感を育む」）は、クライアント固有のニーズへの適応性を重視し、クライアン

トの課題を優先します（ICF倫理規定第1項）。以下の点を評価してみましょう。
A .どのテクニックが最も効果的に実行できるかを判断し、それをクライアント間で一貫し
て使用する。これはコーチ中心であり、クライアントの個別性を無視します (コンピテン
シー 3)。
B .トピックの紹介、コンテンツの検討、まとめという基本的なプロセスに従ったセッショ
ン構造の開発：堅固な構造はクライアントのニーズへの対応を制限します（コンピテンシー

2）。
C .クライアントのニーズに合わせてセッションの構造を柔軟に変更できること：これは
ICFのクライアント中心の適応型アプローチを反映しています（コンピテンシー8）。
D .コーチからの中断なしにクライアントがセッションを主導できるクライアント中心の
アプローチを適用する：クライアント主導で中断のないセッションはファシリテーション

を妨げる可能性がある（コンピテンシー 7）。
オプション Cは、ICFの柔軟でクライアント中心の基準に従い、重要な要素です。

質問: 42
セッションは残り数分となり、クライアントは新たな洞察を得て、適切な行動計画を立て

ています。パートナーとしてセッションを締めくくるには、次のような対応が最適です。

A.時間が近づいていることをクライアントに伝え、得られた洞察を伝えてセッションを終
了します。

B.クライアントに時間が近づいていることを伝え、セッション中にコーチとして印象に
残ったことを共有します。

C.時間が近づいていることをクライアントに伝え、どのように終了したいかを尋ねます。
D.時間切れになったことをクライアントに通知しますが、最後の 2分間でクライアント向
けにセッションの概要を説明することができます。

正解: (正解を表示します)
包括的かつ詳細な説明：

オプションCは、クライアントにセッション終了の主体性を与えることで、コンピテンシー
2.2（相互尊重とパートナーシップの維持）およびコンピテンシー8.2（パートナーによる
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セッション終了の設計）と整合しています。倫理規定1.1（クライアント主導のプロセス）を
尊重し、協力的なセッション終了を確実にします。

オプションAは、終了内容を想定しており、パートナーシップが欠如しています。オプショ
ンBはコーチの視点を重視しています（コンピテンシー7.11 -添付資料なし）。オプションD
は要約を指示しており、クライアントの意見は無視されています。オプションCはICFの
パートナーシップ精神を最もよく体現しています。

質問: 43
あなたのクライアントは非常にクリエイティブな人で、絵で考え、視覚的に学習します。

コーチであるあなたは、生まれつき視覚的なタイプではありません。クライアントの学習

を促進し、促進するために、最悪の対応は次のようなものです。

A.あなたは視覚的、創造的な人間ではないので、コーチングには適さないため、クライアン
トと一緒に仕事をすることはできないと伝えます。

B.コーチングセッションにホワイトボードを持参し、あなたとクライアントがそのスペー
スを使用して、図やつながりを描いたり、クライアントの学習を促進する視覚的な補助を

追加したりできるようにします。

C.問題を解決するには、合理的であること、そしてより賢明な観点から問題に取り組むこ
との方が重要であることをクライアントに知らせます。

D.クライアントに、好みの学習スタイルについて知っていることを尋ね、ホワイトボード
を使用するのが良いアイデアかどうかを尋ねます。

正解: (正解を表示します)
最悪の対応はCです。なぜなら、クライアント独自の学習スタイルを無視し、コーチの視点
を押し付けているため、ICFコア・コンピテンシー7「気づきの喚起」（7.1）に違反しているか

らです。このコア・コンピテンシーでは、クライアントの強みをコーチの好みに合わせて方

向転換するのではなく、活用することが求められています。また、コンピテンシーにも矛盾

しています。

4.1では、クライアントのニーズに合わせた安全な環境を作ること、および ICF倫理規定の
セクション 1「クライアントに対する責任」(1.1 -クライアントの個性を尊重)を求めていま

す。

オプションAは理想的ではないものの、適応性に欠ける境界線を設定する選択を反映して
います。オプションBは、たとえ仮定的ではあっても、適応しようとする努力を示していま
す。オプションDはクライアントと協力するため、最適です（コンピテンシー
（2.2）対照的に、Cはクライアントのプロセスをシャットダウンするため、ICF標準との整
合性が最も低くなります。

参考文献: ICFコアコンピテンシー (4.1、7.1)、ICF倫理規定 (セクション 1.1)。

質問: 44
コーチがクライアントが自傷行為の危険に瀕していると判断した場合、最初に取るべきス

テップは何でしょうか?
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A.クライアントにカウンセリングしてみる
B.緊急対応サービスに電話する
C.クライアントの家族と相談して支援を受ける
D.メンタルヘルスの専門家に相談する
正解: B (コメントを発表する)
ICF倫理規定（第4.3項）では、クライアントが自傷行為などの差し迫ったリスクを負ってい
る場合、「重大な危害を防止するため」に守秘義務を破ることが認められています。コーチ

ングの境界には、緊急の対応を必要とする精神的健康危機（ICFコーチングの定義）は含ま
れません。以下を評価してみましょう。

A .クライアントにカウンセリングを試みてください。カウンセリングはコーチングの範囲
（ICFコーチングの境界）を超え、緊急時の重要な介入を遅らせてしまいます。
B .緊急対応サービスを呼び出す:これは、安全性を優先するという倫理的および法的義務
に沿った、差し迫ったリスクに対する最初のステップです (セクション 4.3)。
C .支援を受けることについてクライアントの家族と話し合う:これは差し迫った危険を正
当化する根拠がないまま機密を侵害するものであり、最も迅速な対応ではありません (セ
クション 4)。
D .メンタルヘルスの専門家に相談する:相談すると行動が遅れるため、まずは救急サービ
スが必要です (セクション 2.5)。
オプション Bは、ICFの倫理と境界に従った最初のステップです。

質問: 45
コーチが ICF倫理規定に違反した場合、どのような結果が起こる可能性がありますか?
A.別のパフォーマンス評価を記録しています
B.資格試験の再受験
C. ICFの会員資格を失う
D.メンターコーチングの追加10時間を完了する
正解: C (コメントを発表する)
ICF倫理規定は、ICF会員および認定コーチにとって拘束力のある基準であり、違反はICF倫
理行動審査（ECR）プロセスの対象となります。違反の重大性に応じて、ICF会員資格および
資格の停止または剥奪を含む場合があります（ICF倫理行動審査ポリシー）。では、これらの
選択肢について分析してみましょう。

A .別のパフォーマンス評価を記録する:これは ICFで認められた結果ではありません。パ
フォーマンス評価は資格認定の一部であり、倫理の強制ではありません。

B .資格認定試験の再受験:これは資格の更新または初回取得に適用され、倫理違反には適
用されません (ICF資格認定ポリシー)。
C . ICF会員資格の喪失：これは、ECRプロセスによって判断される、機密保持違反（第4項）
や資格の虚偽表示（第2.1項）などの重大な違反の結果として発生する可能性があります。こ
れは、ICFが専門職基準を維持するというコミットメントを反映しています。
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D .メンターコーチングの追加 10時間を完了する:トレーニングは開発のために推奨され
る場合がありますが、ICFポリシーでは倫理違反に対する標準的な罰則ではありません。
オプション Cは、会員資格の喪失が重大な倫理違反に対する ICFの懲戒枠組みに合致する
ため、最も可能性の高い結果です。

質問: 46
コーチにとって潜在的な利益相反を最も明確に表す状況はどれですか?
A.コーチングの恩恵を受けそうな元クラスメートに名刺を渡す
B.元同僚に金銭的利益をもたらす心理評価を推奨する
C.コーチが金銭的な報酬を受け取るトレーニングプログラムを購入するようクライアン
トにアドバイスする

D.尊敬される心理学者が開発した学習コースを受講するようクライアントに提案する
正解: (正解を表示します)
ICF倫理規定（第3.1項）では、利益相反とは、コーチの個人的な利益が専門職としての客観
性に影響を与える可能性のある状況と定義されています。推薦に結びついた金銭的利益は

明確な例です（第3.2項では開示が義務付けられています）。以下を分析してみましょう。
A .コーチングの恩恵を受ける可能性のある元クラスメートに名刺を提供する:これはマー
ケティングであり、個人的な利益がクライアントのニーズに優先しない限り利益相反には

なりませんが、クライアントのニーズが優先されることは暗示されていません。

B .元同僚に金銭的利益をもたらす心理学的評価を推奨すること:これはコーチに直接利益
をもたらすのではなく、第三者に利益をもたらすため、ICFの定義では利益相反とは明確に
言えません。

C .コーチが金銭的報酬を受け取るトレーニングプログラムを購入するようにクライアン
トにアドバイスすること：これはコーチの金銭的利益とアドバイスを直接結び付け、潜在的

な利益相反を生じさせます（セクション3.1）。
D .尊敬される心理学者が開発した学習コースをクライアントに受講するよう提案する:個
人的な利益がない限り、これは中立的な推奨であり、利益相反ではありません。

オプション Cは、ICF倫理によれば、最も明らかに利益相反を表しています。

有効的なICF-ACC問題集はJPNTest.com提供され、ICF-ACC試験に合格することに役に
立ちます！JPNTest.comは今最新ICF-ACC試験問題集を提供します。JPNTest.com ICF-
ACC試験問題集はもう更新されました。ここでICF-ACC問題集のテストエンジンを手に
入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/ICF-ACC-mondaishu
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ACC試験問題集はもう更新されました。ここでICF-ACC問題集のテストエンジンを手に
入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/ICF-ACC-mondaishu

「88問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

https://www.jpntest.com/shiken/ICF-ACC-mondaishu

